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【きゅうり】 

 ＧＷで首都圏量販店の引き合いが弱まり、荷動きは緩慢で相場は下げが続いております。関東産の入荷が増加

傾向で、荷動き優先のため次週は弱保合いで推移する見込みです。 

 【日量】約 1,800ケース（5㎏箱換算） 

 【単価】Ａ 1,900－1,700  Ｂ 1,700－1,500 

 

 

【いちご】 

 相場は保合いで推移しています。休市明けで入荷量は多いが競合品目少なく、一定の引き合いがあることから

次週についても保合いで推移する見込みです。 

 【日量】約 2,000ケース（1㎏箱換算） 

 【単価】２Ｌ 350-280   Ｌ 320-280   Ａ 330-280 

 

 

【えんどう類】 

 ｻﾔｴﾝﾄﾞｳ ：全体の入荷量は横ばいで相場は保合いで推移しています。先行産地の入荷が減少傾向で、東北産の

露地出荷が始まったため荷動きを促すよう次週も保合いで推移する見込みです。 

スナップ：全体の入荷量は横ばいで相場は保合いで推移しています。本県産の露地物がピークを迎えるにあた

り、荷動きを止めないよう相場は保合いで推移する見込みです。 

【日量】ｻﾔｴﾝﾄﾞｳ 約 1,100ケース 

スナップ約 1,700ケース 

 【単価】ｻﾔｴﾝﾄﾞｳ Ａ（1㎏）2,000－1,800  Ｂ（1㎏）1,400－1,200 

スナップＡ（1㎏）1,600－1,500  Ｂ（1㎏）1,300－1,200 

 

 

【アスパラガス】 

 相場は高値維持の保合いで推移しています。栃木県産はピークを過ぎ減少傾向、本県産についても数量は横ば

いから減少傾向で不足感のある販売状況です。次週以降、当管内の春芽もピークを過ぎ減少していく見込みで

す。 

 【日量】約 90ケース（4.5㎏箱「100g束×45束」） 

 【単価】100g束  Ｌ 200円  

 

 


